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事例検討とスーパービジョン

• 事例検討…対象事例の支援方法を検討することに重点が置かれる。より良い支援

方法を話し合い、支援者の実践知を養う。

• スーパービジョン…スーパ―バイジー（事例提出者）が何を考え、何を感じ、何

を学ぼうとしているのかをスーパーバイザーが汲み取り、スーパーバイジーの学

びを深めていく。事例はそのための素材として活用され、支援者の成長に重点が

置かれる。



グループスーパービジョン

• 1人のスーパーバイザーが複数のスーパーバイザーに対して、スーパービジョン

を実施する。

• 1人のスーパーバイジーが事例を提出するが、その事例を通して、スーパーバイ

ジー全員の成長につながる。



ピア・グループスーパービジョン（以下PGSV）

• 進め方はグループスーパービジョンとそれほど変わらない

• スーパーバイザ―が不在のなかで、提出されたケースを活用する。

• スーパーバイジー同士が仲間（ピア）として、お互いの課題を一緒に振り返り、

メンバー全員が成長できる場を作っていく。



PGSVの意義

• 「仲間」で行うスーパービジョン。他メンバーが自分と似たような問題を抱えて

いることを理解し合うことができ、サポーティブな関係を築ける。

• 他メンバーを通して、自分の実践に対する気づきになる。他者がケースと向き

合っている姿に、自分の課題が投影されている。

• 個人として限界を生じてもグループであれば限界を超えられる。

• 一緒に考えてくれるメンバーに支えられて自分の実践を振り返ることが出来る。



（ここでの）ピア・グループスーパービジョンの目
的

• 自己覚知…自分を客観的に理解し、専門職としての態度を養い、クライエントの

利益へ貢献できるようになること。

• 自分を完璧に客観視することには限界と無理がある。

⇒偏見や先入観といった主観を完全に排除することは出来ない。

• 主観であっても様々な視点から自分を理解すれば、偏ることを防ぐことが出来る。

• 参加メンバーの成長が、クライエントの利益につながり、社会全体がよりよくな

るための実践の一つになる。



PGSVのすすめ方①

• ここでは、ソーシャルワーカーのSV（相談支援専門員現任研修）と心理カウンセ

ラーのSV（インサイトカウンセリング株式会社のSV）をミックスした形ですすめ

る。



PGSVのすすめ方②

• ①報告…事例提出者から事例を報告

• ②質問…一問一答になるように質問する。

• ③所感と見立ての伝達…事例提出者の報告と、質問で明らかになったことを踏まえ、事

例に対しての所感や見立てなどを伝える。

• ④各メンバーのニーズ（課題）を開示…事例提出者はその事例に向き合う中での自分の

ニーズを、他メンバーは事例提出者に投影した自分のニーズを開示する。

• ⑤検討…事例提出者のニーズを達成できるように皆で考え、実行できるプランを選択す

る。

• ⑥振り返…それぞれの気づきの開示。
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